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【上関町町長選と町議補選】10 月 18 日告示 10 月 23 日投開票 

原発に頼らない・原発が無くてもやっ

ていける町づくり 

木村つとむ町長候補、堀田圭介町議候補

は、第一声で訴え、元気に町内を走ってい

ます。いのち・未来うべは、10 月 1 日に開

催された第１１回総会で全力で応援するこ

とを決議しました。 

上関町に縁のある人に声をかけてください。 

カンパを送りましょう。（裏面に詳細） 

 

 

第一声の動画は、下記の山秋真さんのブログ

にアップされています。 

 

【ご案内】 
◎金曜ウォーク毎週金曜日午後 6時集合場所：新川橋(ヒストリア宇部横) 

情報交換とアピール。気軽にご参加ください。 

◎那須正幹さんをしのぶ会  

11月 6日（日）午後 1時半～防府市サンライフ防府体育館 

◎「さよなら上関原発私たちは福島を忘れない 2023」 

2023 年 3 月 11 日上関町中国電力上関原発準備事務所前抗議集会 

3 月 18 日（土）全県集会（予定）山口市、維新百年記念公園野外音楽堂 

主催：上関原発を建てさせない山口県民連絡会 

https://blog.goo.ne.jp/nonukes2013


原発は、過疎を促進する人口減らし装置 

        選挙の応援で知ったこと  安藤 公門（いのち・未来うべ 代表）  

 

「中電は、上関町の人口をわざと減らそうとして 

いるのを、知っているか？」 

 

10 月 19 日の朝早く、応援で来ていた選挙事務所 

にいたとき、「木村さんとはどんな人か、一目確認さ

せてくれ」と言って高齢の男性が訪れました。木村

つとむ候補は不在だったのですが、その方が、立ち

話の中で、「中電は上関町の人口をわざと減らそうと

している」とおっしゃいました。 

「えっ？どういうことですか」と私はたずねまし

た。 

「それはのう～、中電は、原発は危ないのをよう 

知っているから原発のまわりに人がおらんようにし 

たいからじゃあ。事故が起これば、人がようけおっ 

たら助けな いけんじゃろ～。だから今のうちから人

を減らすことをやっているんや」 

 

確かに原発は地域の人を減らす効果をもっていま 

す。というか、もともと東京湾や広島湾に面して原

発をつくらないのは、人口が多くて被害が大きくな

るからだというのが、政府や電力会社の見解です。   

 

でも、意識的に電力会社が人口を減らそうとして 

いるという話は初めて聞きました。上関町の本土側

の人が、原発をそんな風に見ていることも初めて知

りました。 

中電だけでなく、原子力防災に責任をもつ国や山

口県、上関町役場などは、どうなんでしょうか。 

 

町長選候補の木村つとむさんは、原発に頼らない

町つくりを、町議補選の堀田圭介さんは、移住 10 年

目、よそ者からみた人の集まる町づくりを訴えてい

ます。 

それぞれ第一声は、神奈川県から応援に来た『原

発をつくらせない人びとー祝島から未来へ』（岩波新

書）の著者の山秋真さんのブログに動画がアップさ

れています。 

 

町長選の相手の候補、西哲夫氏は、選挙ポスター 

には名前しか書いていませんが、演説などでは、 

「原子力発電所が唯一の上関町にとっての起爆剤」 

「まちづくりの財源」「商業も発展し、働く場所も 

確保でき、豊かな生活ができる」と原発推進をさか

んに訴えています。（中国新聞など各紙。山口新聞は、

「起爆剤」が見出しになっています） 

「起爆剤はいくらなんでも言い過ぎだろう」とい

う声が本土側の人からもあがっているそうですが、

全国の原発立地自治体の現状を知ってのことでしょ

うか。 

 

なによりも 2011 年 3 月 11 日の福島の原発事故 

のもたらしたものを真剣に検討したとは到底思えま

せん。人が住めなくなり、暮らしのすべてを台無し

にする危険な原発に地域の運命を託すことなど絶対

にできません。それはまた瀬戸内沿岸に住む住民全

部に危険をもたらすものであり、私たち宇部の住民

にとっても無関係ではありません。 

 

 コロナ禍で生き方の見直しが進み、首都圏をはじ

め都会から地方への移住が増えています。とくに若

い世代に顕著です。全国の自治体は、若者・子育て

世代の迎え入れに、首長を先頭に智慧をしぼり力を

注いでいます。そんなとき、「原発という人口を減ら

す装置」は、あり得ない選択ではないでしょうか。 

          （2022 年 10 月 20 日） 
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